
2007.
№620 5
しううおょしううおょ

2007. 5№620

1

大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】
大きなシイタケができるかな
（きのこの森づくり祭り）【P7関連記事】



平
地
区
で
は

　
こ
の
よ
う
な

活
動
を
し
て

　
い
る
ん
だ
ね
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歩道では、通学する中・高校生の歩道では、通学する中・高校生の�
自転車に接触しないよう気を付け自転車に接触しないよう気を付け�
ます。ます。�

信号機のない横断歩道では、子ど信号機のない横断歩道では、子ど�
もたちが安全に横断歩道を渡れるもたちが安全に横断歩道を渡れる�
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楽しく見守り活動を�
しています�

登校時は、地区の小学生が集合し、�
ボランティアの人に付き添われて�
学校に向かいます。�

歩道では、通学する中・高校生の�
自転車に接触しないよう気を付け�
ます。�

信号機のない横断歩道では、子ど�
もたちが安全に横断歩道を渡れる�
ように気を付けます。�

下校時は、子どもたちを小学校付�
近まで迎えに行き、一緒に帰りま�
す。�

自動車の往来が激しい交差点では、�
子どもたちが横断歩道を渡り終え�
るまで、自動車が走行しないよう�
に気を付けます。�
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特
集

平成１７年７月１日に「勝央町安
全と安心のまちづくり」条例が施
行されました。これにより、各地
区で次々と自主防犯組織が立ち上
がり、生活安全への意識が高まり
ました。また、自主防犯組織の中
には、小学生が安全に登下校でき
るようにと、見守り活動も行われ
ています。
５月に入り、新年度が始まって
１カ月が過ぎました。新１年生を
含む児童たちは、地域の人に見守
られながら、毎日元気に登下校し
ています。
今回は、特に交通量が多い地区
でもある平地区の防犯活動をを紹
介します。平地区では、現在、地
域ボランティア２５人が朝夕の児童
の登下校の見守り活動を行ってい
ます。

輪

（
目
　
的
）

こ
の
条
例
は
、
町
民
生
活
に
危
害
を
及
ぼ
す
犯

罪
、
事
故
、
災
害
等
を
未
然
に
防
止
し
、
町
民
が

安
全
に
、
か
つ
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
町
、
町
民
及
び
事
業

者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の

安
全
意
識
、
遵
法
精
神
の
高
揚
と
自
主
的
な
地
域

安
全
活
動
の
推
進
及
び
施
策
推
進
の
体
制
整
備
を

行
い
、
も
っ
て
現
在
及
び
将
来
に
わ
た
っ
て
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
安
全
な
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
町
民
等
の
責
務
）

町
民
等
は
、
自
ら
生
活
安
全
の
確
保
を
図
り
、

互
い
に
協
力
し
て
地
域
内
に
お
け
る
安
全
意
識
、

遵
法
精
神
の
高
揚
を
図
り
な
が
ら
地
域
安
全
活
動

を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
町
が
実
施

す
る
安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施
策

に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
勝
央
町
安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」条
例
（
一
部
抜
粋
）

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
地
域
の

平
地
区
で
は
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
各
曜

日
ご
と
に
５
人
ず
つ
が
参

加
し
て
、
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
朝
夕
の

登
下
校
時
に
、「
安
全
と

安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
タ

ス
キ
と
帽
子
を
身
に
つ

け
、
子
ど
も
た
ち
に
危
険

が
お
よ
ば
な
い
よ
う
に
注

意
を
図
り
な
が
ら
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

平地区防犯マップ
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地
域
の
子
ど
も
た
ち

を
守
る
見
守
り
活
動
。

そ
の
活
動
に
参
加
し
て

い
る
地
域
住
民
、
区
長

や
小
学
生
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
、
現
在
行
っ
て
い
る

活
動
に
つ
い
て
話
を
聞

き
ま
し
た
。

防犯活動地域の声子どもは地域の宝
大事な子どもたちをみんなで守ろうとい

う思いから、この活動に参加しています。

特に、小学生の孫がいるので、子どもたち

に対する思いを強く感じています。

子どもたちは、好奇心が旺盛で、なかな

かおとなしく歩きません。歩きながらよそ

見をしたり、縁石の上を歩いたりと危なっかしいことも多々あり、

その都度、目を光らせて危ない目に遭わないよう注意をしています。

自分も高齢なので、いつまで続けられるか分かりませんが、でき

る限り長く参加したいと思っています。

ボランティア
植月輝一郎さん

交
通
事
故
や
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
、
こ
の
活
動
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
中
に

は
、
自
動
車
の
往
来
が
激
し
い
危
険

な
道
を
横
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

子
ど
も
も
い
る
の
で
、
大
人
が
つ
い

ボランティア
赤木耕三さん

て
い
た
ほ
う
が
安
心
で
き
ま
す
。

初
め
は
あ
い
さ
つ
を
し
な
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
、
何
度
か
顔
を
合
わ

せ
て
い
る
う
ち
に
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
子
ど

も
た
ち
と
友
だ
ち
に
な
る
こ
と
が
で

き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
を
し

て
い
る
う
ち
に
、
他
の
防
犯
の
こ
と

も
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
活
動
の
幅
を
防
犯
の
面

に
も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

平
地
区
は
特
に
自
動
車
の
交
通
量
が
多

く
、
子
ど
も
た
ち
が
歩
く
の
に
危
険
な
場
所

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
２５
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の

見
守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
初
の
こ
ろ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
が
分

か
ら
ず
、
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

で
は
子
ど
も
た
ち
と
も
顔
見
知
り
に
な
り
、

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
活
動
を
続
け
て
い
る
中
で
、
地
域

の
住
民
か
ら
防
犯
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

が
顕
著
に
見
え
て
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

現
在
は
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
を

主
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
地
域
の
助
け
合
い
活
動
を
展
開
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平区長
植月綾夫さん

地区の安全は
自分たちの手で

愛らしい
子どものために

見守り活動に
感謝しています
昔と違い、今では

多くの事故・犯罪が

起こっています。そのような中、不安に思っている

保護者も多いことだと思います。

本来ならば、保護者である私たちがやらなければ

ならない子どもたちの見守り活動を、地域の方が先

頭に立って行っていただき、心から感謝しています。

また、現在では核家族が増えてきて、高齢者の方

と触れ合う機会が少ない子どもたちもいるようで

す。そのような子どもたちにとっても、登下校の間だ

けでも高齢者の方と話をして触れ合うことで、他で

は学べないことをたくさん学んでいると思います。

私たち保護者は、子どもが交通事故に遭ったり、

犯罪に巻き込まれていないか、とても心配していま

すが、このような活動のおかげで、安心して子ども

を送り出すことができています。本当にありがとう

ございます。

保護者　室井佐智子さん
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・
第
１
子
及
び
第
２
子

月
額
５
千
円
（
３
月
ま
で
）

↓

月
額
１
万
円
（
４
月
か
ら
）

・
第
３
子
以
降

月
額
１
万
円
（
変
更
な
し
）

支
給
対
象
者
は

近年の急速な少子化の進行などを踏ま

え、若い子育て世帯などの経済的負担の軽

減を図る観点から、４月１日から３歳未満

の乳幼児の養育者に対する児童手当の額

を、第１子及び第２子について倍増し、出

生順位にかかわらず一律月額１万円となり

ました。

なお、３歳以上の児童の養育者に対する

児童手当の額、支給対象年齢及び所得制限

限度額については、これまでと同様です。

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の

養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当

・
第
１
子
及
び
第
２
子

月
額
５
千
円
（
変
更
な
し
）

・
第
３
子
以
降

月
額
１
万
円
（
変
更
な
し
）

３
歳
以
上
の
児
童
の

養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当

※
今
回
の
制
度
改
正
に
伴
う
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
４
月
か
ら
３
歳
未
満
の
児
童

手
当
の
額
は
、
一
律
月
額
１
万
円
と
な

り
ま
す
が
、
３
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら

は
、
第
１
子
及
び
第
２
子
の
手
当
額
は

月
額
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
ＱＱ
＆＆
ＡＡ

Ｑ
１２
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
３１
日

ま
で
の
間
の
児
童
を
（
小
学
校
修

Ａ了前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
人
で
す
。

た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の

月
分
の
手
当
は
前
々
年
）
の
所
得
額
が
一

定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
の
仕
方
は

Ｑ
児
童
を
養
育
す
る
家
計
の
主
た
る

生
計
維
持
者
が
、
住
所
地
の
市
区

Ａ町村
（
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
）
に
申
請

し
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請

し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
制
度
改
正
に
伴
う
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

支
給
月
額
は

Ｑ
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
つ
い
て

は
、
何
人
で
も
一
律
１
万
円
で
す
。

Ａまた
、
３
歳
以
上
の
児
童
に
つ
い
て
は
、

第
２
子
ま
で
が
５
千
円
、
第
３
子
以
降
が

１
万
円
で
す
。

支
給
時
期
は

Ｑ
原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
６
月
、

１０
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

Ａでを
４
カ
月
分
ま
と
め
て
支
給
し
ま
す
。

所
得
制
限
限
度
額
と
は

Ｑ
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
月

分
の
手
当
は
前
々
年
）
の
所
得
額

Ａが一
定
額
以
上
の
人
に
は
、
児
童
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
所
得
制
限
限

度
額
は
、
扶
養
親
族
の
数
や
加
入
年
金
の

種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ま
た
年
度
に

よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

�
３８
―
３
１
１
５

（
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
へ
）

４月から児童手当制度が�４月から児童手当制度が�４月から児童手当制度が�
拡充されました�拡充されました�拡充されました�
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あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

▲
美
声
を
披
露
す
る
勝
央
町
コ
ー
ラ
ス
教
室
の
皆
さ
ん

３
月
１８
日
、
勝
央
文
化

ホ
ー
ル
で
第
２
回
し
ょ
う

お
う
町
民
音
楽
祭
が
行
わ

れ
、
身
近
な
音
楽
を
楽
し

も
う
と
約
３
５
０
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

舞
台
で
は
、
元
気
が
出

る
パ
ワ
フ
ル
な
も
の
か
ら

し
っ
と
り
と
気
持
ち
の
休

ま
る
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ

みごとな音楽に拍手喝采
第2回しょうおう町民音楽祭

３
月
１８
日
、
勝
央
中
学
校
で

消
防
団
員
約
２
５
０
人
が
集
ま

り
、
第
３９
回
勝
央
町
消
防
操
法

訓
練
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
良
消
防
団
員
表
彰
の
あ

と
、
大
会
が
行
わ
れ
、
自
動
車

ポ
ン
プ
の
部
に
４
チ
ー
ム
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
に
６
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
鍛
え
た

技
量
を
競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

の
優
勝
チ
ー
ム
と
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
部
の
優
勝
・
準
優
勝

チ
ー
ム
は
、
４
月
２２
日
に
奈
義

町
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た

勝
田
郡
消
防
操
法
訓
練
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

受
賞
者
及
び
大
会
成
績
は
次

正確さと迅速さを競う
第39回勝央町消防操法訓練大会

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
優
良
消
防
団
員
表
彰
】

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
精
績
章
）

古
山
　
　
司

【
町
大
会
成
績
】

（
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
）

優
　
勝
　
第
２
分
団
（
吉
　
野
）

準
優
勝
　
第
３
分
団
（
古
吉
野
）

第
３
位
　
第
１
分
団
（
植
　
月
）

（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
）

優
　
勝
　
第
５
分
団
（
高
　
取
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
（
吉
　
野
）

第
３
位
　
第
１
分
団
Ｂ（

植
　
月
）

�古吉野小学校での入学式のようす

ま
な
ス
テ
ー
ジ
が
な
さ

れ
、
曲
が
終
わ
る
た
び
に

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

お
く
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

出
演
者
た
ち
は
、
大
勢
の

人
の
前
で
気
持
ち
よ
さ
そ

う
に
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し

た
。

４
月
９
日
、
町
内
４
小
学
校
及

び
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
勝
間
田
小
学
校
７１
人
、
植

月
小
学
校
２０
人
、
吉
野
小
学
校
１１

人
、
古
吉
野
小
学
校
８
人
、
勝
央

中
学
校
１
２
５
人
が
真
新
し
い
制

服
に
袖
を
通
し
、
式
に
臨
み
ま
し

た
。そ

の
う
ち
、
古
吉
野
小
学
校
で

は
、
乗
峯
校
長
が
「
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
く
小
学
校

の
生
活
に
慣
れ
て
、
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
早
寝
早
起
き
を
し

て
、
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ

て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
２０
年
４
月
に
北
部

３
小
学
校
が

統
合
さ
れ
る

た
め
、
植

月
・
吉
野
・

古
吉
野
小
学

校
で
は
最
後

の
入
学
式
と

な
り
ま
し

た
。

大
き
な
期
待
を
胸
に

小
・
中
学
校
入
学
式

３
月
２５
日
、
岡
地
内
の
山
林
で

第
１
回
き
の
こ
の
森
づ
く
り
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
１

５
０
人
の
家
族
づ
れ
が
参
加
し
ま

し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
主
な
目
的

は
シ
イ
タ
ケ
の
植
菌
。
参
加

者
た
ち
は
ス
タ
ッ
フ
に
教
わ

り
な
が
ら
、
ド
リ
ル
や
小
槌

を
手
に
持
ち
、
楽
し
み
な
が

ら
原
木
に
シ
イ
タ
ケ
の
菌
を

植
え
て
い
き
ま
し
た
。

親
子
４
人
で
参
加
し
た
山

田
卓
司
さ
ん
（
植
月
中
）
は

「
家
族
み
ん
な
で
参
加
で
き

自
然
と
ふ
れ
あ
う
第
１
歩

第
１
回
き
の
こ
の
森
づ
く
り
祭
り

る
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
楽
し

か
っ
た
で
す
。
自
分
が
子
ど
も
の

こ
ろ
に
体
験
し
た
植
菌
を
子
ど
も

た
ち
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

３
月
１１
日
、
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
父
と
子
の
料
理
教
室
が

開
催
さ
れ
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

４
年
生
の
児
童
と
そ
の
父
親
１３
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
児
童
と
父
親
で
役

割
分
担
を
し
て
、
楽
し
く
料
理
を

行
い
ま
し
た
。
父
親
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
料
理
を
す
る
姿
や
、

反
対
に
父
親
に
調
理
方
法
を
教
え

上手に料理ができたかな
父と子の料理教室

る
児
童
の
姿
も
見
ら
れ
、
親
子
で

協
力
し
て
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
４０
歳
代
の
父
親
は

「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
、
大

変
よ
か
っ
た
で
す
。
今
日
の
教
室

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も

と
、
ま
た
来
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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今
年
１
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
岸
本
智
明
さ

ん
は
、
昭
和
３７
年
４
月
か
ら
平
成
２
年
４
月

ま
で
、
勝
央
町
議
会
議
員
と
し
て
延
べ
５
期

２０
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
民
生
文

教
委
員
会
委
員
長
、
産
業
土
木
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
歴
任
し
、
町
の
教
育
・
福
祉
の
充

実
や
産
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
２８
日
、
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
ご
遺
族

が
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章

故

岸
本
智
明
さ
ん（
畑
屋
）

特別叙勲授与される

�自動車ポンプの部（町大会）で優勝した第２分団

シ
イ
タ
ケ
の
菌
を
植
え
る
参
加
者
▼

４
月
１２
日
、
勝
央
中
学
校
で
新
１
年
生
を
対
象
と

し
た
自
転
車
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
自
転
車
の
整
備
の
仕
方
や
乗
り
方
の
説

明
を
聞
き
、
そ
れ
か
ら
実
際
に
自
転
車
に
乗
っ
て
の

練
習
が
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
２
つ
に
分
か
れ
、
１
つ
は
ク
ラ
ン
ク
や

Ｓ
字
カ
ー
ブ
な
ど
の
自
転
車
の
運
転
技
術
を
練
習
す

る
も
の
、
も
う
１
つ
は
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
や
踏

み
切
り
の
渡
り
方
な
ど
の
道
路
を
想
定
し
た
も
の
で

し
た
。参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、左
右
を
確
認
し
た
り
、

ラ
イ
ン
の
引
か
れ
た
間
を
丁
寧
に
運
転
し
た
り
と
、

指
導
員
の
教
え
を
よ
く
聞
い
て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

気を付けよう 自転車の運転
自転車交通安全教室

�道路を想定した運転練習

▲親子で協力して計量

【
郡
大
会
成
績
】

（
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
（
吉
　
野
）

（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
）

第
３
位
　
第
５
分
団
（
高
　
取
）

第
４
位
　
第
２
分
団
（
吉
　
野
）



（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
２８
回
近
県
井
原
市
柔
道
大

会
（
３
／
１１
井
原
市
）

【
団
体
戦
】

﹇
高
学
年
の
部
﹈

第
３
位
　
養
徳
館

【
個
人
戦
】

﹇
小
学
校
１
・
２
年
生
女
子
の
部
﹈

優
　
勝
　
川
口
暢
和
子

﹇
小
学
校
２
年
生
男
子
の
部
﹈

準
優
勝
　
小
林
未
来
登

第
３
位
　
下
山
　
智
大

﹇
小
学
校
３
・
４
年
生
女
子
の
部
﹈

優
　
勝
　
　
田
　
麻
夢

﹇
小
学
校
６
年
生
男
子
の
部
﹈

第
３
位
　
忠
政
　
勇
希

﹇
中
学
校
１
年
生
男
子
の
部
﹈

優
　
勝
　
藤
沢
　
征
憲

﹇
中
学
校
３
年
生
男
子
の
部
﹈

準
優
勝
　
藤
沢
　
凌
己

◇
勝
央
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
（
３
／
２５
勝
央
中
学

校
体
育
館
）

﹇
ミ
ッ
ク
ス
の
部
﹈

優
　
勝
　
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ

準
優
勝
　
チ
ー
ム
金
太
郎

第
３
位
　
ク
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

﹇
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
﹈

優
　
勝
　
ベ
ル

準
優
勝
　
ス
テ
ィ
ッ
チ

第
３
位
　
ラ
ブ
リ
ー
ズ

◇
津
山
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会

長
旗
争
奪
大
会
（
４
／
１
津

山
市
）

優
　
勝
　
勝
央
ク
ラ
ブ

５
月
１
日
〜
７
日

憲
　
法
　
週
　
間

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所

岡
山
弁
護
士
会
及
び
岡
山
地
方

法
務
局
で
は
、
無
料
法
律
・
人
権
相

談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▼
日
　
時

５
月
１１
日（
金
）

受
付
　
１０
時
〜
１２
時

▼
場
　
所

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判
所
津
山

支
部
（
津
山
市
椿
高
下
５２
）

▼
相
談
内
容

土
地
・
家
屋
、
交
通
事
故
、
金
銭

の
貸
借
、離
婚
、相
続
、人
権
な
ど

▼
そ
の
他

事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局

�
０
８
６
―２

２
２
―
６
７
７
１

人
権
侵
害
の
原
因
と
な
る

「
身
元
調
査
」な
ど
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う

結
婚
は
両
性
の
合
意
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た

就
職
は
本
人
の
能
力
や
適
性
に
よ
っ

て
採
否
が
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に
つ
な
が
る

身
元
調
査
や
聞
き
合
わ
せ
を
行
わ
な

い
と
と
も
に
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

同
和
問
題
の
解
決
を
阻
害
す
る

「
え
せ
同
和
行
為
」を
排
除
し
ま
し
ょ
う

同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
、
不
当

な
利
益
や
義
務
を
要
求
す
る
「
え
せ

電
子
掲
示
板
上
で
の

差
別
書
き
込
み
な
ど
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
掲
示

2007.5月号�しううおょしううおょ広
報 8

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日

で
あ
る
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
自
主
事
業

の
一
環
と
し
て
「
全
国
一
斉
特
設

人
権
相
談
所
」
を
設
置
し
て
、
皆

さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
　
時

６
月
１
日（
金
）

１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所
　

勝
央
町
役
場
２
階第

３
委
員
会
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

�
３８
―
３
１
１
６

人
権
の
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中
心

と
し
て
、
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
１
週
間
は
憲
法
週
間
で
す
。
誰
も

侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
永
久
の
権
利

で
あ
る
「
基
本
的
人
権
」
は
、
多
く

の
人
々
が
長
い
歴
史
の
中
で
、
た
ゆ

み
な
い
努
力
を
重
ね
て
確
立
し
た
か

け
が
え
の
な
い
権
利
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
人
間
ら
し
く
生
き

て
い
く
た
め
に
、憲
法
週
間
を
機
会
に

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
権
の
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て

同
和
行
為
」
に
対
し
て
は
、
き
っ
ぱ

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

板
へ
の
差
別
や
人
権
を
侵
害
す
る
内

容
の
書
き
込
み
は
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
情

報
モ
ラ
ル
を
守
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

高
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　高齢者虐待
を防ぎましょう！　高齢者虐待
を防ぎましょう！

虐待問題の難しいところは、養護者自身が介護により心身ともに疲れ切って、追いつめられ

ていることが少なくないことです。高齢者の虐待を防ぐためには、第三者が介入することで虐

待がエスカレートするのを防ぐこと、社会サービスの利用などで介護などの負担を軽減する方

法をとることなどが重要です。

気付かずに虐待をしてしまうことも…
高齢者虐待に関する調査では、高齢者の介護や世話をしている半数以上の人が虐待の自覚が

ないという結果が出ています。不適切な対応の例を紹介しますので、チェックしてみてくださ

い。

相談窓口
勝央町地域包括支援センター（総合保健福祉センター内）�３８－３０２８

介護を頑張りすぎている人はいませんか？
高齢者の虐待が増えている原因の一つには

「養護者の心身の疲労」があります。介護は長期

にわたるため、家族だけで頑張っても限界があ

ります。「高齢者虐待」は身近に起こりうる問題

で、虐待をする人もある意味では被害者といえ

る場合も少なくありません。心身ともに余裕を

持って介護を継続していくためには、さまざま

な社会サービスを活用することが大切です。ま

た、外部の力を借りて養護者の負担を減らすこ

とは、高齢者本人が家族に迷惑な存在になって

いると引け目を感じずにすむというメリットも

あります。

□　言うことを聞かないので、手を出したり、ののしったり、逆に無視したりしている。

□　よいことと悪いことを分かってもらうため、叩くなどしてしつけをしている。

□　認知症のため徘徊するので、部屋に閉じこめている。

□　認知症や寝たきりで外聞が悪いので、外出させなかったり、訪ねてくる人がいても合

わせないようにしている。

□　年金手帳、預金通帳などを管理し、本人に無断で使っている。

□　経済的に苦しいので、病院に行くことを控えている。

□　人前でおむつを替えたり、しばらく裸のままにしておくことがある。

こんな社会サービスがあります�
デイサービス�
　送迎により施設での�
食事やサービスをしま�
す。�

ショートステイサービス�
　短期間の施設の利用サービスが�
受けられます。�

訪問介護サービス�
　訪問して介護や家事�
などの支援をします。�
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ウォ
ーキングの 集 い

と　き　平成１８年６月２９日(土)�
　　　　９：００　高取多目的研修集会所集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ５㎞）　�
ポイント　ポカポカ陽気の中、お茶の香りを楽しみながら歩きましょ�
　　　　う！�
※集合場所が分からない人は、勝央町総合保健福祉センターに�
　８：４０に各自、車でお集まりください。スタッフが先導して�
　ご案内します。�

ウォ
ーキングの 集 い

ウォ
ーキングの 集 い

�
と　き　平成１９年５月１９日(土)�
　　　　９：００　高取多目的研修集会所集合（約１時間３０分：およそ４㎞）�
ポイントポイント　新緑の中を歩きませんか？�
※集合場所が分からない人は、総合保健福祉センターに８：４０に各自、車でお集まりください。�
　スタッフが先導してご案内します。�

�
と　き　平成１９年５月１９日(土)�
　　　　９：００　高取多目的研修集会所集合（約１時間３０分：およそ４㎞）�
ポイント　新緑の中を歩きませんか？�
※集合場所が分からない人は、総合保健福祉センターに８：４０に各自、車でお集まりください。�
　スタッフが先導してご案内します。�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（�３８－７１０２）�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（�３８－７１０２）�

「メタボリックシンドロームという言葉はよく聞くけれど、何のこと？」「メタボリックシンド

ロームだったら、どうなるの？」

今回は、そのようななかなか分かりにくいメタボリックシンドロームの疑問について説明します。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

基
準
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。
ま

ず
は
、
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
が
男
性
で

８５
㎝
以
上
、
女
性
で
９０
㎝
以
上
で
あ

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
内
臓
脂
肪
が

約
１
０
０
�
以
上
と
い
う
目
安
で

す
。
加
え
て
、
血
圧
が
少
し
高
め
、

血
糖
値
が
少
し
高
め
と
い
っ
た
、
軽

度
の
生
活
習
慣
病
の
要
素
を
複
数
持

知って防ごう！
メタボリックシンドローム

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

該
当
者
っ
て
ど
ん
な
人
？

生
活
習
慣
病
に
は
、
糖
尿
病
・
高

血
圧
・
高
脂
血
症
な
ど
が
あ
り
ま

す
。生

活
習
慣
病
は
、
食
事
や
間
食
の

食
べ
過
ぎ
、
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
、
タ

バ
コ
の
吸
い
過
ぎ
な
ど
、
そ
の
人
の

身
体
に
と
っ
て
健
康
的
で
は
な
い
生

活
を
続
け
た
結
果
、
起
こ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
放
置
し
て

お
く
と
、
同
じ
結
果
に

た
ど
り
つ
き
ま
す
。
原

因
と
な
る
病
気
は
違
え

ど
、
血
管
を
ボ
ロ
ボ
ロ

に
す
る
要
因
と
な
る
の

で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
習
慣
病
の
進
行
を
防

ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

加
え
て
最
近
の
研
究

で
は
、
複
数
の
生
活
習

慣
病
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
例
え
そ
れ
ぞ
れ
の

生
活
習
慣
病
・

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

行
き
着
く
先
は
…

「
ち
ょ
っ
と
数
値
が
高
い
だ
け
だ

か
ら
、
ま
だ
大
丈
夫
…
」
と
思
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
が
い
く
つ
も
重
な
る

と
、
知
ら
な
い
間
に
自
分
の
血
管
を

傷
め
、
動
脈
硬
化
に
な
る
リ
ス
ク
を

高
め
て
い
る
の
で
す
。

６
月
に
は
、
勝
央
町
が
行
う
総
合

検
診
も
あ
り
ま
す
。
検
診
を
受
け
る

だ
け
で
は
な
く
、
結
果
を
見
て
、
自

分
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

し
っ
か
り
予
防
！

病
気
が
軽
度
で
あ
っ
て
も
、
動
脈
硬

化
が
急
速
に
悪
化
し
て
い
く
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

脱！メタボリックシンドローム
チェックリスト

□ 腹八分目を心がけている

□ アルコールは１日１合まで

□ 寝る前３時間は食事をしない

□ 運動習慣がある、普段よく身体を動かしている

□ ストレスを解消できる

□ タバコを吸わない、または控えている

メタボリックシンドローム基準
内臓脂肪蓄積

ウエスト周囲径（へその高さで測定）

・男性８５㎝以上

・女性９０㎝以上　
＋　下記のうち２項目以上

血圧高値

最高血圧

１３０ｍｍＨｇ以上

かつ／または

最低血圧

８５ｍｍＨｇ以上

血清脂質異常

中性脂肪値

１５０㎎／�以上

かつ／または

ＨＤＬコレステロール値

４０㎎／�未満

高血糖

空腹時血糖値

１１０㎎／�以上

ち
ょ
っ
と
復
習
！
生
活
習
慣
病

つ
人
が
該
当
者
と
な
り
ま
す
。



探しています

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

新鮮な農産物や特産加工品、衣類や日用品、おも�
ちゃなど各種ありますよ。　　　　　　　　　　�

連絡先：朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234�
　　　　フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆　
　　　　　　かき祭り

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ノースヴィレッジ
　　イベント情報

ノースヴィレッジ
　　イベント情報
ノースヴィレッジ
　　イベント情報5月の

ファーマーズ朝市

ノースヴィレッジ
　　イベント情報

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

新鮮な農産物や特産加工品、衣類や日用品、おも�
ちゃなど各種ありますよ。　　　　　　　　　　�

連絡先：朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234�
　　　　フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット
ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット
5月20日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�

《ゴールデンウィークフェスティバル》
期　間　５月１日（火）～６日（日）
時　間 １０：３０～１５：００
内　容　芝生広場を中心に、誰でも楽しく

参加いただけるミニゲームなどを
開催。

《ランチバイキング》
期　間　５月３日（木）～５月６日（日）
時　間 １１：００～１５：００
料　金　中学生以上 １，５００円

小　学　生 ８５０円
幼　　　児 ５００円

《イチゴ狩り体験（園内）》
期　間　５月１日（火）～
時　間 １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
内　容　イチゴハウスで、おいしいイチゴ

のもぎ取り体験（予約不可）
料　金 １５０円／１００ｇ

《イチゴ狩り体験（園外）》
期　間　５月７日（月）～
時　間 １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
内　容　契約農家（植月北）のイチゴハウ

スで食べ放題（予約可）
料　金　小学生以上 １，２００円

幼　　　児 ６００円
《山野草展》
期　間　５月１２日（土）、１３日（日）
場　所　展示会：ファーマーズハウス

即売会：入口ゲート付近
内　容　山野草の展示会と即売会を開催

《銀のアクセサリーづくり体験教室》
期　間　５月１３日（日）
時　間 １２：００～１５：００
場　所　いこいの館

お知らせのページ�

役場への電話・メール

総　務　部（�３８－３１１１）
soumu@town.shoo.lg.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（�３８－３１１２）
sangyou@town.shoo.lg.jp

土木・都市計画
（�３８－３１１３）

kensetsu@town.shoo.lg.jp

税務住民部
税　務（�３８－３１１４）
zeimu@town.shoo.lg.jp

国　　 保（�３８－３１１５）
戸籍・年金（�３８－３１１６）
choumin@town.shoo.lg.jp

健康福祉部（�３８－７１０２）
福　祉
fukushi@town.shoo.lg.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

上下水道部（�３８－３１１７）
上　水
suidou@town.shoo.lg.jp

下　水
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出　納　室（�３８－１７５１）
suitou@town.shoo.lg.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（�３８－１７５２）
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育（�３８－１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局（�３８－１７５４）
gikai@town.shoo.lg.jp

お
知
ら
せ�

ゴミ収集及び振替収集は
ありません

５月３日（木）・４日（金）は祝日のため、ゴミ収集及

び振替収集はありませんので、ご注意ください。

�問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２

休園日：毎週火曜日（５月１日�は開園）

吉
井
川
水
防
演
習
で
は
、
吉
井
川

流
域
で
洪
水
や
高
潮
な
ど
の
災
害
が

発
生
す
る
と
い
う
想
定
の
も
と
に
、

地
域
住
民
や
消
防
団
、
警
察
、
消
防
、

自
衛
隊
な
ど
の
防
災
担
当
組
織
が
協

力
し
て
、
水
防
訓
練
や
人
命
救
助
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
会
場
に
は
水
防
に
関
す
る

資
料
や
車
両
な
ど
を
展
示
し
、
家
庭

で
で
き
る
簡
単
な
水
防
や
応
急
救
護

の
講
習
な
ど
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

見
学
は
自
由
に
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

６
月
３
日（
日
）

９
時
〜
１２
時
３０
分

▼
場
　
所

瀬
戸
内
市
邑
久
町
豆
田

邑
上
橋
下
流
河
川
敷

▼
主
　
催

国
土
交
通
省
、
岡
山
県
及
び
勝
央

町
他
１２
市
町
村

吉
井
川
水
防
演
習

開
　
催
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募
集�

優
良
運
転
者
（
県
表
彰
）
の
申
請

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

▼
種
別

﹇
業
務
優
良
運
転
者
﹈

５
年
・
１０
年
・
１５
年
表
彰
　
　

﹇
一
般
優
良
運
転
者
﹈

１０
年
・
２０
年
表
彰

▼
対
象

無
事
故
・
無
違
反
で
自
動
車
を
運

無
事
故
・
無
違
反

優
良
運
転
者
募
集

津
山
圏
域
消
防
組
合
で
は
、
普
通

救
命
講
習
Ⅰ
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

▼
日
　
時

・
５
月
１２
日（
土
）

１８
時
〜
２１
時

・
６
月
２
日（
土
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

・
６
月
２３
日（
土
）

１８
時
〜
２１
時

・
７
月
７
日（
土
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

・
７
月
２１
日（
土
）

１８
時
〜
２１
時

・
８
月
４
日（
土
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

・
８
月
２５
日（
土
）

１８
時
〜
２１
時

・
９
月
８
日（
土
）

１８
時
〜
２１
時

▼
場
　
所

津
山
圏
域
消
防
組
合
消
防
本
部

▼
申
込
期
限

実
施
日
の
１０
日
前

▼
受
講
料

無
料

2007.5月号�しううおょしううおょ広
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……�

申
請�

農
振
農
用
地
区
域
（
土
地
改
良
事

業
施
工
地
な
ど
、
農
業
の
振
興
を
図

る
区
域
）
に
住
宅
な
ど
を
建
設
す
る

場
合
に
は
、
農
振
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
し
て
か
ら
農
地
を
転
用
す
る
必

要
が
あ
り
、
６
月
と
１２
月
の
年
２
回

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

６
月
の
農
振
除
外
申
請
の
受
け
付

け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、住

宅
な
ど
の
建
設
を
予
定
さ
れ
て
い
る

人
は
、手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

６
月
１
日（
金
）〜
２９
日（
金
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部

�
３８
―
３
１
１
２

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は

農
振
除
外
申
請
を

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

�
３８
―
３
１
１
１

５
月
３１
日
は
自
動
車
税
の
納
期
限

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

領
収
書
に
付
い
て
い
る
納
税
証
明

書
は
車
検
を
受
け
る
と
き
に
必
要
で

す
の
で
、
車
検
証
入
れ
な
ど
に
大
切

に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

名
義
人
に
１
年
分
課
税
さ
れ
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
岡
山
運
輸
局

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
他
人
に
自
動
車
を
譲
渡
し
た
場
合

・
新
車
購
入
時
に
下
取
車
と
し
て
出

し
た
場
合

・
住
所
を
変
更
し
た
場
合

・
抹
消
（
廃
車
）
し
た
場
合

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
自
動
車
税
事
務
所

�
０
８
６
―
２
７
３
―
９
２
９
５

岡
山
県
美
作
県
民
局
税
務
部

�
２３
―
１
２
６
７

自
動
車
税
は

５
月
３１
日
ま
で
に

（
旧
）
�
３８
―
２
５
８
０

↓

（
新
）
�
３８
―
１
７
５
３

※
�
３８
―
２
５
８
０
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
専
用

で
す
。

公
民
館
の
電
話
番
号
が

変
わ
り
ま
し
た

転
し
、
他
の
模
範
と
な
る
人

▼
必
要
書
類

①
申
請
書

②
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

※
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
岡
山

事
務
所
（
�
０
８
６
７
―
２４
―
４

３
６
０
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

５
月
１１
日（
金
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

�
３８
―
３
１
１
１

5月は

「水防月間」
です

平成19年度テーマ

「洪水から守ろう
みんなの地域」

第
１８
回
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

▼
日
　
時

５
月
１３
日（
日
）

受
付
　
午
前
８
時
〜

※
少
雨
決
行
、
雨
天
中
止
。

▼
集
合
場
所

勝
央
中
核
工
業
団
地
内

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
フ
ァ
ー
マ（
株
）駐

車
場

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

�
３８
―
２
５
７
９

勝
央
町
公
民
館

�
３８
―
１
７
５
３

阿
黒
京
子
（
教
育
振
興
部
参
事
）

▽
淺
田
あ
け
み
（
勝
間
田
保
育
園

園
長
）
▽
判
野
泰
子
（
古
吉
野
保

育
園
園
長
）

町
職
員
人
事

異
　
動

４
月
１
日
付
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

退
　
職

３
月
３１
日
付
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

採
　
用

４
月
１
日
付
（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
）

税
務
住
民
部
（
上
下
水
道
部
）
有

本
順
治
▽
産
業
建
設
部
参
事
（
上

下
水
道
部
参
事
）
東
　
逸
男
▽
健

康
福
祉
部
（
教
育
振
興
部
）
森
谷

さ
お
り
▽
教
育
振
興
部
参
事
補

（
税
務
住
民
部
参
事
補
）
植
月

弘
▽
教
育
振
興
部
（
産
業
建
設
部
）

野
上
敏
啓

谷口　晃平
（上下水道部）

横山　拓也
（上下水道部）

竹久　裕永
（勝間田保育園）

井上　　愛
（勝間田保育園）

山　朋子
（植月保育園）
高

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

津
山
圏
域
消
防
組
合
警
防
課

�
３１
―
１
２
６
５



遊びにおいでよ遊びにおいでよ遊びにおいでよ
勝央　　術文学館 勝 央　　書 館美 図

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://www.town.shoo.okayama.jp/museum/index.htm

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

■
映
画
「
バ
ッ
テ
リ
ー
」

５
月
１２
日（
土
）

﹇
午
前
の
部
﹈

開
場
９
時
３０
分

上
映
１０
時

﹇
午
後
の
部
﹈

開
場
１３
時
３０
分

上
映
１４
時

【
前
売
券
】

３
歳
〜
中
学
生…

…
８
０
０
円

高
校
生
以
上…

…
１，
３
０
０
円

【
当
日
券
】

３
歳
〜
中
学
生

…
…
１，
０
０
０
円

高
校
生
・
大
学
生

…
…
１，
４
０
０
円

大
　

人
…
…
１，
７
０
０
円

■
岡
山
県
青
少
年
劇
場巡

回
公
演

楽
劇
団「
い
ち
ょ
う
座
」公
演

５
月
３１
日（
木
）

※
対
象
は
、
小
学
生
の
み
で
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・

問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
公
民
館

�
３８
―
１
７
５
３

勝
央
美
術
文
学
館

�
３８
―
０
２
７
０

勝
央
文
化
ホ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
案
内

（
勝
央
町
・
勝
央
町
教
育
委
員
会
等
関
係
分
の
み
掲
載
）

「実物大恐竜図鑑」
（デヴィッド・ベルゲン 著・

真鍋真日本語版 監修・藤田千枝 訳／小峰書店）
最初の殺し屋・ヘレラサウ
ルスの頭部から、手のひらに
乗るくらいの哺乳類の祖先・
プルガトリウスまで、大迫力
の実物大イラストがギッシ
リ。肉食恐竜のページでは見
開きを開くと、実物大のティ
ラノサウルスの歯の巨大なイ
ラストが載っています。今に
も動いて噛みつかれそうな感覚になります。他にも鋭
く長いかぎづめのイラストなどが載っていて、巨大な
恐竜に遭遇する感覚が味わえる１冊です。

◆おはなしたいむ
絵本や紙芝居の読み聞かせをします。
・日　時：５月１２日（土）、２３日（水）

１１時～ ３０分程度

・「ロング・グッドバイ」

（レイモンド・チャンドラー 著・村上春樹 訳／
早川書房）

・「図説中国文化百華第１３巻中国多民族国家の歩み
「天下」を目指して」

（王柯 著／農山漁村文化協会）

・「はしのもちかた」（小永井道子 作・絵／偕成社）
・「詩はともだち　みみずのたいそう」
（神沢利子他 著・市河紀子 編・西巻茅子 絵／

のら書店）

児 童 書

一 般 書

新着案内

今月のイベント

おすすめの１冊
【特別展示室】
小企画１４「岡本綺堂の歌舞伎　其の一－入門編－」

（～５月２７日�）
【展示室】
コレクション展Vol．１３

「郷土の画家シリーズ－素描と淡彩Ⅳ－」
（５月６日�～６月２４日�）

【町民ギャラリー１】※いとこ會作品展は入場無料
藤田嗣治の版画－『ポーゾル王の冒険』を中心に－

高木コレクションから
（５月６日�～６月２４日�）

※５月１０日（木）～１３日（日）は、町民ギャラリー
２に変更します。
いとこ會作品展（５月１１日�～１３日�）
※最終日は午後４時まで

【町民ギャラリー２】※入場無料
ＮＰＯ法人灯心会ファイヤー・ハート展

（５月１７日�～２０日�）
※初日は午後１時から開催、最終日は午後４時まで

藤田嗣治の版画－『ポーゾル王の冒険』を中心に－
高木コレクションから

２００６年は藤田嗣治氏の生誕１２０年にあたり、これ
を記念した展覧会が各地で開催されました。当館で
は、美術コレクター高木巧治氏の協力で、藤田氏の版
画作品３０点あまりを紹介する展覧会を開催します。
今回は、サロン・ドートンヌ会員となり藤田氏の
最も脂がのった１９２０年代に制作された版画作品の中
から、１９２５年に初版が発表された挿画本『ポーゾル

王の冒険』に収められた木口
木版作品２８点とリトグラフ他
３点を含む３０点あまりの作品
を展示。油彩画とはまたひと
味違う、オリエンタルな魅力
を称えた藤田嗣治氏の版画世
界を紹介します。

今月のトピック

今月の展示

『ポーゾル王の冒険』
（ピエール・ルイス著）
１９２５年２３．８㎝×１８．５㎝
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応援します�応援します�

あなたの子育て�あなたの子育て�



遊びにおいでよ遊びにおいでよ

「赤ちゃんに触れるのも初めて…」「あやしたら笑った、可愛い！」「何で泣くの？」「離乳食って、どうやって

つくるの？」「はいはいができたよ！」「育児書と違うけれど…」「まだ言葉が出ない」「○○ちゃんはもうできるの

に、自分の子どもはまだ…」など、子どもが生まれてから可愛さや喜びもある反面、心配や不安も次々と出てく

るものですね。真剣になればなるほど、肩に力が入り、「～しなければ…」「うまくできない私ってダメなの？」

と、追いつめられた気持ちになるかもしれません。そんなときこそ、誰かに話すことがそこから抜け出すきっか

けになります。また、「お母さん大変そうだな」と周囲の人が気付いたら声をかけ、ちょっと手助けをしてあげま

しょう。周囲の人も、子育てに関心を持ってください。

話
せ
る
人
が

１
人
で
も
い
ま
す
か
？

つ
ら
い
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、

自
分
の
気
持
ち
を
話
し
、
聞
い
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
夫
や
お
母
さ
ん
、

友
人
、
保
健
師
や
保
育
士
な
ど
に
相

談
し
な
が
ら
育
て
ま
し
ょ
う
。
少
し

気
持
ち
が
軽
く
な
り
ま
す
よ
。

「
い
い
母
親
」に
な
ろ
う
と

頑
張
り
す
ぎ
な
い
で
！

子
ど
も
は
「
い
い
子
」
を
求
め
ら

れ
て
、
息
苦
し
く
な
り
ま
す
。
家
庭

は
「
み
ん
な
が
安
心
で
き
て
、
く
つ

ろ
げ
る
場
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
家
事
も
育
児
も
完
璧
に
は
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
つ

い
表
情
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
よ
り
、
で

き
な
い
と
き
は
無
理
を
せ
ず
「
ご
め

ん
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
に
こ
に
こ

し
た
表
情
で
い
ら
れ
る
ほ
う
が
み
ん

な
安
ら
げ
ま
す
。

子
ど
も
と
向
き
合
う
の
が

つ
ら
い
と
き
は

自
分
が
し
ん
ど
く
て
、
子
ど
も
と

一
緒
に
い
る
の
が
つ
ら
い
と
き
や
い

や
な
と
き
、
子
育
て
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
は
子
ど
も
と
離
れ
て
も

2007.5月号�しううおょしううおょ広
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い
い
の
で
す
。
保
健
師
や
福
祉
係
に

相
談
し
て
一
時
預
か
り
や
保
育
園
な

ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
た
め
の

時
間
は
あ
り
ま
す
か
？

子
育
て
は
つ
ら
い
こ
と
ば
か
り
で

な
く
、
楽
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

忙
し
く
て
自
分
の
時
間
が
持
て
な
い

た
め
に
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
ま
す
。

と
き
に
は
子
ど
も
を
預
け
て
、
自
分

子
育
て
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は

勝
央
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
３８
―
７
１
０
２

の
た
め
の
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。

一
時
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

仕
事
や
病
気
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

で
子
ど
も
の
世
話
が
で
き
な
い
と

き
の
た
め
、
一
時
的
に
子
ど
も
を

預
か
る
一
時
保
育
を
吉
野
保
育
園

で
始
め
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
対
象
児
童

・
保
護
者
が
勝
央
町
に
住
所
を
有

し
、
仕
事
・
職
業
訓
練
・
病

気
・
災
害
・
事
故
・
出
産
・
看

護
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
た
め
、

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
児
童

・
１
歳
（
普
通
食
）
〜
就
学
前

▼
保
育
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

▼
申
請
方
法

一
時
保
育
希
望
日
の
２
日
前
ま

で
に
、
申
請
書
及
び
調
査
書
を
保

育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
事
故
な
ど
に
よ
る
緊

急
時
を
除
く

▼
利
用
料

１
日
　
１，
８
０
０
円
／
１
人

▼
場
　
所

吉
野
保
育
園

▼
問
い
合
わ
せ
先

吉
野
保
育
園

�
３８
―
５
０
２
５

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

応援します�応援します�応援します�

あなたの子育て�あなたの子育て�あなたの子育て�
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The cherry blossoms are in bloom,
so it must be spring.  At this time of
year, students face a variety of chal-
lenges in their new grades or at their
new schools.  In April, while in New
Zealand I tried something new as
well.  At the end of a busy week I
went mountain biking with my brother-
in-law.

I was full of energy for the ride,
but I took it easy to avoid any
injuries.  Along the way I listened
intently to instructions from Steve,
who is an experienced rider.  At one
point, during a dangerous part of the
mountain I chose to walk, yet I still
got a good work-out.

When we reached the top of the
mountain, we were greeted with mag-
nificent views.  I looked out over the
sea which surrounds my home-town,
my old golf course and other land-
marks from my childhood.  At home
when I looked back up at the peak I
was surprised by the distance.  Of
course, going slowly you can still make
it a long way.  The cuts and scratches
on my legs are just one of the many
memories I made on this special trip.

USING YOUR HEAD 「頭をつかう」

桜が咲いている今は春ですね。この季節は、新し

い学校や学年でいろいろなことに挑戦する時季で

す。４月の始めに、ニュージーランドの実家で私も

新しい挑戦をしました。忙しい１週間の最後に、私

は義理のお兄さんと一緒にマウンテンバイクに乗っ

て出かけました。

私は頑張ろうと思ったけれど、マウンテンバイク

に乗った経験はほとんどないので、無理せずにゆっ

くり走ることにしました。そして、知識や経験を持

つお兄さんの説明を一生懸命聞いて、山の危険なと

ころは歩くようにしました。それでも、いい運動に

なりました。

山の上ではすばらしい景色が見えました。それは、

私のふるさとの周りの港や昔遊んだゴルフ場など、

なつかしいものばかりでした。家に帰ってきてから、

登ってきた頂上を下から見ると、びっくりしました。

やはり、ゆっくり走っても遠いところまで行けます。

マウンテンバイ

クで足にかすり

傷をしたけれ

ど、それもこの

旅の特別な思い

出の一つになり

ました。
The view from the top
（山頂から見たふるさと）

勝
央
川
柳
社
　
兼
題
「
和
む
」�

花
一
輪
飾
っ
て
心
和
ま
せ
る

横
林
　
和
子

趣
味
一
つ
和
む
余
生
に
張
が
あ
る

神
田
チ
ヨ
子

優
し
さ
に
和
む
心
の
傷
癒
す

古
和
　
絹
子

苦
し
み
を
乗
り
越
え
や
っ
と
気
が
和
む

檜
尾
　
絹
子

退
院
を
祝
う
家
族
の
和
む
顔

上
田
　
和
男

合
格
に
和
ん
だ
夕
餉
の
笑
い
声

古
山
は
つ
子

孫
た
ち
の
寝
顔
を
み
れ
ば
気
が
和
む

川
上
　
篤
子

一
筆
の
色
添
え
和
み
の
絵
に
仕
上
げ

赤
堀
　
綾
子

千
の
風
歌
え
ば
和
む
で
も
泣
け
る

竜
門
　
眞
人

あ
り
が
と
う
愛
の
一
言
和
ま
せ
る

古
山
恵
美
子

こ
い
の
ぼ
り
家
族
の
和
み
風
に
乗
せ

山
名
　
昭
子

ぼ
ん
や
り
と
明
か
り
が
見
え
る
和
む
家

平
　
　
久
恵

気
配
り
し
人
を
和
ま
す
セ
ン
ス
持
ち

平
井
　
好
子

春
巻
に
和
み
も
包
む
夕
餉
の
輪

赤
木
　
供
子

茶
柱
と
静
か
に
和
ご
み
一
休
み

山
下
　
恵
子

勝
央
俳
句
会
二
月
例
会
作
品
抄

方
言
の
飛
び
交
う
春
の
辻
仕
事

浅
田
　
静
香

梅
が
香
に
ひ
か
れ
て
ひ
と
日
遊
び
け
り

福
嶋
恵
美
子

童
心
に
か
へ
り
て
踏
み
ぬ
霜
柱

河
野
　
栄
子

探
梅
と
い
ふ
風
流
を
歩
き
を
り

河
本
　
啓
子

う
と
う
と
と
も
う
ひ
と
眠
り
毛
布
ひ
く

下
山
　
智
江

日
記
書
く
今
日
も
寒
し
で
終
わ
り
け
り

室
井
　
稔
子

如
月
や
川
き
ら
め
き
て
瀬
を
走
る

浜
田
と
よ
子

分
け
入
り
て
道
ゆ
き
止
ま
り
探
梅
行

国
正
　
鈴
子

熱
燗
を
ぐ
っ
と
一
息
縄
の
れ
ん

長
船
　
久
志

探
梅
や
日
の
差
す
枝
の
三
分
咲
き

井
並
　
充
子

初
雪
に
文
字
を
書
き
た
る
幼
き
日

久
安
　
　
勝

紅
白
の
梅
庭
先
で
観
え
る
幸

宮
野
　
節
子

全
快
を
祈
り
て
写
経
寒
き
夜
に

水
嶋
　
鮮
子

絶
景
の
ポ
イ
ン
ト
に
立
つ
梅
日
和

竹
久
　
翠
雲

一
句
生
れ
心
満
ち
た
り
冬
安
居

小
林
　
薫
女

探
梅
や
世
間
話
に
夢
中
な
り

宮
野
　
潤
子
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■町社会福祉協議会へ

◇植月中　植月　　亨（亡妻　いと江）

勝央苑、植月中ひまわり会にも

◇植月北　酒本　　誠（亡母　和枝）

◇田　井　寺坂　　満（亡夫　安男）

勝央苑、田井老人クラブにも

◇石　生　古村　泰壽（亡母　春子）

河原石生老人クラブにも

◇石　生　原村　謙吾（亡父　玉樹）

勝央町ひとり暮らし友の会にも

◇下町川　竹内　里子（亡夫　謙輔）

下町川老人クラブにも

◇福　吉　中島丹就郎（亡母　榮）

◇為　本　山本　征男（亡父　與作）

高取老人クラブにも

人の動き 平成１９年４月１日現在

人　口　１１，４４３人（前月比　－３８）

男　５，４７６人　　女　５，９６７人

世帯数　３，９７７世帯（前月比　＋３）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

社会保険庁では、年金加入者（被保
険者）の皆さんに年金制度をより深く
理解してもらうため、年金見込み額な
どの年金個人情報の提供サービスを進
めています。
現在、５８歳の人を対象に年金加入記
録や年金見込み額をお知らせしていま
すが、今後はすべての年金加入者の皆
さんに保険料納付実績や年金見込み額をお知らせする
「ねんきん定期便」を送付することにしています。
平成１９年３月からはすでに３５歳の人を対象に、また
平成１９年１２月からは４５歳、５５歳以上の人を対象に「ね
んきん定期便」を一部前倒しして送付していますが、
平成２０年度からは、すべての年金加入者の皆さんに送
付します。
また、このお知らせは社会保険庁へ登録（届出）さ
れた住所の情報を基に、年金加入者の自宅へ直接送付
することになるため、転居などがあった場合に住所変
更届が提出されていないと未到達となってしまいます。
このため、国民年金や厚生年金などの公的年金に加
入している人の住所が変更になったときは、速やかに
住所変更の届出を行ってください。
なお、住所変更の手続きは国民年金加入者（第１号
被保険者）については、お住まいの市町村役場で行い、
会社などに勤務し厚生年金に加入している人やその被
扶養配偶者については勤務先を通じて届出を行うこと
になります。
詳しくは、津山社会保険事務所（�３１－２３６３）
へお問い合わせください。

住所を変更したときは
速やかに届出を！

国
民
年
金

だ
よ
り

央勝かやわさ

笠尾　慎
しん

吾
ご

さん
（植月東／２１歳）

★お仕事は？
（有）中山自動車で、自動車の民間車検、整
備、販売をしています。
★趣味は？
自動車が好きなので、目的を持たずにドラ
イブをするのが好きです。
★理想の異性は？
優しくて家事が好きな人です。
★今、やりたいことは？
大型二輪の免許を取って、バイクで遠出が
したいです。
★最近の出来事は？
３月に美作高等技術専門校を出て、４月か
ら一社会人として働き出しました。
★まちに一言
町内で若い人が働くことができるようなま
ちづくりをしてもらいたいです。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
勝
央
町
在
住
で
頑
張
っ
て
い
る
若
者
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

掲
載
希
望
の
人
は
、
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
勝
央
町

役
場
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

と
と
も
に
お
渡
し
し
ま
す
」

と
勝
間
田
高
校
生
徒
会
長

藤
岡
和
希
さ
ん
に
校
旗
が
受

け
渡
さ
れ
ま
し
た
。

勝
間
田
高
校
も
旧
学
科
の

最
後
の
卒
業
生
を
３
月
１
日

に
送
り
出
し
、
平
成
１９
年
度

は
い
よ
い
よ
新
勝
間
田
高
校

生
が
３
年
生
ま
で
揃
い
ま

す
。
両
校
の
卒
業
生
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
新
た
な
決
意
を

持
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

吉
野
小
学
校
最
後
の
入
学
式

古
吉
野
小
学
校

古

日

▼
表
紙
の
写
真
は
、
３
月
２５
日
に
岡
地
内

の
山
林
で
行
わ
れ
た
「
き
の
こ
の
森
づ
く

り
祭
り
」
の
よ
う
す
で
す
。
小
さ
い
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
参
加
し
、
楽
し
み

な
が
ら
植
菌
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
前
出
の
「
き
の
こ
の
森
づ
く
り
祭
り
」

に
私
も
取
材
の
か
た
わ
ら
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
て
植
菌
を
目
の

当
た
り
に
す
る
私
と
は
う
ら
は
ら
に
、
参

加
者
た
ち
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
次
々
と
菌

を
植
え
て
お
り
、
逆
に
ス
タ
ッ
フ
の
私
が

手
ほ
ど
き
を
受
け
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
シ
イ

タ
ケ
は
山
林
の
原
木
に
自
然
に
生
え
て
く

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
シ
イ
タ

ケ
は
菌
を
植
え
て
栽
培
す
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た
だ
け
で
も
、
私
に
と
っ
て
は

大
き
な
収
穫
で
し
た
。

▼
４
月
９
日
に
入
学
式
の
取
材
に
行
き
ま

し
た
。
小
学
校
の
６
年
間
は
心
身
と
も
に

最
も
成
長
す
る
期
間
で
す
。
初
め
は
大
き

か
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
も
次
第
に
小
さ
く
感

じ
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
子
ど

も
の
成
長
は
、
親
に
と
っ
て
幸
せ
で
あ
り

喜
び
な
ん
だ
な
あ
と
、
私
も
一
人
の
親
と

し
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
左
の
写
真
は
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
咲

く
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
花
で
す
。
園

内
に
は
約
３，

０
０
０
本
の
ツ
ツ
ジ
が
植

え
ら
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

あ
と
が
き

本
原
高
校
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
歩
む

勝
間
田
高
校

日本原高校から校旗を受け継ぐ生徒会長

荒

３
月
４
日
、
大
勢
の

来
賓
に
見
守
ら
れ
、
日

本
原
高
校
最
後
の
卒
業

式
と
閉
校
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
原
高
校
は
昭
和

２３
年
の
開
校
以
来
、
５８

年
間
に
３，

２
８
０
人

に
の
ぼ
る
有
為
な
人
材

を
世
に
送
り
出
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
残

念
に
も
今
回
の
高
等
学

校
再
編
整
備
の
対
象
と

な
り
、
勝
間
田
高
校
と

と
も
に
、
新
勝
間
田
高

校
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
閉
校
式
の
終
盤
、

日
本
原
高
校
生
徒
会
長
　
流

郷
葉
子
さ
ん
た
ち
か
ら
「
私

た
ち
の
思
い
を
、
こ
の
校
旗

が
築
か
れ
た
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
１
日
１
日
の
学
校
生
活

を
充
実
さ
せ
て
、
限
り
あ
る

生
活
の
中
で
楽
し
い
思
い
出

を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
全
校
児
童
４４
人

が
仲
よ
く
協
力
し
、
支
え

合
っ
て
す
べ
て
が
最
後
と
な

る
多
く
の
行
事
を
一
生
懸
命

に
取
り
組
み
、
平
成
２０
年
度

４
月
の
新
小
学
校
開
校
を
迎

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

話を聞いてみる
子どもからの相談の話です。
親がすぐに答えられないような
難しい相談を、子どもが急に持ち
かけてくることがあります。
そのようなときには、子どもに、

「何かいい方法はないか、一緒に
考えてみよう」と、まず投げかけ
てから、子どもの話を聞いてみる
のも一つの方法です。
◆一人ではどうしてよいか分から
ない子どもが、親がよく話を聞
くだけで、自分がどうしたらよ
いかを考えることができます。
◆親と一緒に考えて、子どもが自
分で考えを出せれば、必ず解決
の糸口をつかみます。子どもが
自分で出した結論は、子どもを
大きく成長させるのです。

（教育委員会）

入学式のようす

平
成
１９
年
度
入
学
児
童
は

男
子
６
人
、
女
子
２
人
の
計

８
人
で
す
。
明
治
８
年
４
月

開
校
か
ら
１
３
０
有
余
年
の

永
い
歴
史
の
最
後
の
入
学
児

童
と
な
り
ま
す
。

こ
の
間
に
は
、
３，
７
２

４
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
開
校

８０
年
記
念
や
１
０
０
年
記
念

な
ど
、
先
人
た
ち
は
輝
か
し

い
歴
史
を
残
し
て
き
ま
し

た
。平

成
１９
年
度
の
か
わ
い
い

８
人
は
、
古
吉
野
小
学
校
で

の
生
活
は
１
年
間
と
な
り
ま

す
が
、
今
ま
で
多
く
の
人
々


